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古紙の配合率70％再生紙を使用しています。
～幸福実感都市あらかわ～
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日
暮
里
サ
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ホ
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で
開
催
さ
れ
た

奥
の
細
道
千
住
あ
ら

か
わ
サ
ミ

ト

の
開
催
記
念
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て

荒
川
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は

俳
句
の
ま
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を
宣
言
し
ま
し
た

　
こ
の
宣
言
は
荒
川
区
が
俳
句
の
ま

ち

で
あ
る
こ
と
を
内
外
へ
強
く
発
信

　 月 日、国際理容美容専門
学校の和田美義理事長、五十嵐
大樹学園祭実行委員長、黒岩奈
美トータルヘアショー実行委員
長が、西川区長を訪問し、「国際
理容美容専門学校 美翔祭」
で募った募金を、区に寄附しま
した。
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子
ど
も
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大
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で
俳
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を
広
げ

豊
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俳
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む
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を
目
的
に
制
定
し
ま
し
た

　
当
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川
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俳
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ま
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大
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
　

　
宣
言
文
は
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板
に
し
て
区
内
施
設

国際理容美容専門学校
が学園祭の募金を寄附
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俳
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月
　
日

奥
の
細
道
ゆ
か
り
の
自

治
体
等
が
一
堂
に
集
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芭
蕉
の
業
績

の
顕
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や
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互
連
携
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流
を
目
的
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し
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奥
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細
道
サ
ミ
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が
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立
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あ
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荒
川
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催
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し
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で
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細
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催
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句
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句
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句
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催
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催
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▲仲間と一緒に健康になりましょう

応
募
方
法
　
各
区
民
事
務
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③
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①

③
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荒川区俳句のまち宣言

「 行  春 や 鳥  啼  魚 の目は 泪 」
ゆく はる とり なき うお なみだ

元禄 年 月 この句を矢立初めの句として
松尾芭蕉は その生涯をかけ「奥の細道」へと旅立ちました
芭蕉が渡った千住大橋は 江戸と東北の地を結び
私たちを 俳句の世界へと いざなう大橋として
昔も いまも これからも 隅田川に架かります

私たちの暮らすまちには 人々が行き交い 
芭蕉の想いと 四季折々の美しさに導かれ
子規が 一茶が 山頭火が この地で俳句を詠みました

「五・七・五」 文字の無限に広がる世界の中で 
私たちは 思いを伝える力をもちます
新しいものを創りだす力をもちます
世界中の人たちと心を結ぶ力をもちます

荒川区は 
俳句の魅力を次代につなぐ架け橋として
子どもから大人まで 俳句文化のすそ野をひろげ
豊かな俳句の心を 未来に伝えることを誓い
「俳句のまち あらかわ」を宣言します

　奥の細道千住あらかわサミットの開催
を記念して建立を進めていた「松尾芭蕉
像」が完成し、 月 日、南千住駅西口
のロータリーで除幕式を行いました。
　この像は、荒川区顧問であり、極彩色木
彫家の平野千里氏が制作したブロンズ像
で、芭蕉が遥か奥州へ思いを馳せて、矢
立初めの句を詠む姿を表現しています。
問合せ　観光振興課　緯内線

滑
松
尾
芭
蕉
像

▲平野千里氏による作品紹介の様子
▲横断幕を持つ開成中学校俳句部の生徒と荒川区俳句の
まち宣言起草委員会の皆さん（左から西村我尼吾氏、対
馬康子氏、小池寛治氏、佐々木忠利氏）と西川区長（中央）

▲奥の細道にゆかりのある
団体が荒川区に集い開催さ
れた「奥の細道千住あらかわ
サミット」の様子▲会場を沸かせた「奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会」の様子


